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佐
藤
次
高
先
生
追
悼
特
集

　

二
〇
〇
九
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
本
誌
の
一
号

（
二
〇
〇
九
年
）
か
ら
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
の

巻
頭
に
は
、
佐
藤
次
高
さ
ん
の
文
章
が
い
つ
も
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
佐
藤
さ
ん
の
文
章
は
第
四

号
で
あ
る
本
号
で
は
も
う
読
む
こ
と
は
で
き
な

い
。
二
〇
一
一
年
四
月
十
一
日
、
佐
藤
さ
ん
は
帰

ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
が
体
調
不
良
を
自
ら
訴
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
二
〇
一
一
年
が
明
け
て
間
も
な
い
頃

か
ら
も
、
周
囲
の
私
た
ち
は
必
ず
元
気
に
な
っ
て

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
願

い
も
四
月
の
御
訃
報
で
儚
い
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
私
た
ち
関
係
者
全
体
に
と
っ
て
、
そ
し

て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、
言
葉
に
は
表
し

つ
く
せ
な
い
重
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
時
の
佐
藤
さ
ん
は
、
早
稲
田
大

学
文
学
学
術
院
教
授
で
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム

地
域
研
究
機
構
長
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
間
文
化

研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
の
研
究
代
表
で
も
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
道
し
る
べ

湯
川
　
武
　
　
　
　
　
　

「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
代
表

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
・
上
級
研
究
員

佐
藤
さ
ん
と
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
の
歴
史

は
、
自
ら
の
筆
で
本
誌
の
第
一
巻
の
巻
頭
に
「
イ

ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
―
歴

史
と
展
望
」
と
い
う
論
文

に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
一
九
六
〇
年
代

後
半
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

に
お
け
る
中
東
・
イ
ス

ラ
ー
ム
に
関
す
る
共
同
研

究
の
歴
史
に
つ
い
て
、

一
九
八
八
―
一
九
九
二
年

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市

性
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

一
九
九
七
―
二
〇
〇
二
年

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研

究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と

進
化
発
展
し
、
さ
ら
に

二
〇
〇
六
年
か
ら
人
間
文

化
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ

Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
へ
と
展
開
し
現
在
に
至
っ
て

い
る
経
緯
（
ち
な
み
に
、
同
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

研
究
」
は
佐
藤
さ
ん
が
亡
く
な
る
前
に
第
二
期

﹇
二
〇
一
一
―
二
〇
一
五
年
﹈
へ
の
継
続
が
決
ま

り
、
現
在
活
動
中
で
あ
る
）
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
が
こ
の
流
れ
の
中
で
、
特
に

一
九
九
七
年
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
以
来
常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
全
体
を
統

括
す
る
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
多
く

の
人
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
と
い
う
新
し
い
学
問

的
な
概
念
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム

研
究
や
地
域
研
究
の
枠
組
み
超
え
て
新
た
な
観
点

の
進
化
発
展
が
模
索
さ
れ
続
け
て
き
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
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プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
に
お
い

て
は
、
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
方
式
に
よ
る
共
同
研

究
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
構

想
な
ど
、
佐
藤
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
独
自
に
大
き
な

枠
組
み
を
練
り
上
げ
、
多
く
の
研
究
者
仲
間
を
巻

き
込
ん
で
、
実
際
の
活
動
を
出
発
さ
せ
た
と
い
う

点
で
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
早
稲
田
大

学
に
も
研
究
組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
が
現
在
の

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
（
二
〇
〇
六
〜
八
年

は
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
所
）
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
流
れ
の
う
ち
に
、
佐
藤
さ
ん
自
身
の
傑

出
し
た
個
人
的
な
学
問
的
業
績
と
は
別
の
、
学
問

の
発
展
へ
の
大
き
な
貢
献
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

私
た
ち
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機

構
に
属
す
る
者
や
古
く
か
ら
お
付
き
合
い
の
あ
る

者
に
と
っ
て
は
、
佐
藤
さ
ん
を
失
っ
た
こ
と
は
、

上
に
述
べ
た
こ
と
と
は
ま
た
異
な
っ
た
面
で
も
大

き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
所
属
す
る
組
織
の
指
導

者
で
あ
り
、
研
究
仲
間
で
あ
り
、
先
輩
で
あ
り
、

恩
師
で
あ
る
人
を
突
然
失
っ
た
だ
け
で
は
な
い

シ
ョ
ッ
ク
を
、
皆
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
や
レ
ベ
ル
で

強
く
感
じ
た
し
、
い
ま
だ
に
感
じ
続
け
て
い
る
。

そ
の
も
ろ
も
ろ
の
思
い
を
込
め
て
、
本
号
、
す
な

わ
ち
本
誌
第
四
巻
で
は
、
故
人
の
追
悼
を
特
集
す

る
こ
と
に
し
た
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
や
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
佐

藤
さ
ん
の
薫
陶
を
受
け
た
若
い
人
た
ち
が
、
こ
れ

か
ら
将
来
そ
れ
を
伸
ば
し
開
花
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
、
故
人
へ
の
も
っ
と
も
良
い
供
養
に
な
る
こ
と

と
信
じ
て
い
る
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

故
佐
藤
次
高
先
生
の
略
歴
と
主
要
著
書

　
﹇
略
歴
﹈

一
九
四
二
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
一
九
六
八

年
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課

程
中
退
。
東
京
大
学
文
学
部
教
授
を
へ
て
、
早
稲

田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
。
東
京
大
学
名
誉
教

授
。
財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
長
、
財
団
法
人

史
学
会
理
事
長
を
歴
任
。
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム

史
専
攻
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
「
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
（
人
間

文
化
研
究
機
構
）
プ
ロ
グ
ラ
ム　

イ
ス
ラ
ー
ム
地

域
研
究
」
を
主
宰
す
る
と
と
も
に
二
〇
〇
八
年
か

ら
は
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
長

を
務
め
た
。

　
﹇
主
要
著
書
﹈

『
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
と
ア
ラ
ブ
社
会
』（
山
川

出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、

『
マ
ム
ル
ー
ク
―
異
教
の
世
界
か
ら
き
た
イ
ス
ラ

ム
の
支
配
者
た
ち
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
一
年
）、

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
「
英
雄
」
サ
ラ
デ
ィ
ン
―
十
字

軍
と
戦
っ
た
男
』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）、

『
聖
者
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
伝
説
』（
角
川
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）、

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
家
と
王
権
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
）、State and Rural Society in M

e-
dieval Islam

 （Leiden, E. J. B
rill, 1997

日
本
学
士
院
賞
・
恩
賜
賞
（
二
〇
〇
〇
年
））、

『
砂
糖
の
イ
ス
ラ
ー
ム
生
活
史
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）、『
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
一
、
イ
ス

ラ
ー
ム　

知
の
営
み
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）

　

な
お
、
著
作
目
録
に
関
し
て
は
、
早
稲
田
大
学

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
で
編
集
を
予
定
し
て

い
る
。

1994年1月シナイ半島のトゥールにて


